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歌わない教会でのスタート
　私は1984年、留学先のマドリッドで、アメリカ人
宣教師ご夫妻を通して救いに導かれました。キリス
トの弟子の群れを作ることを目指していたご夫妻か
らは、毎日聖書の学びを受けるようになりました。
当時のカトリック国スペインでは、マルティン・ル
ターはサタンの使い、プロテスタントの信者はル
ターの一味と教えられていました。そのため、宣教
師宅で賛美をすることはありませんでした。賛美歌
を歌えば、パティオ（中庭）から隣人の音が筒抜け
に聞こえてしまうスペインのマンションでは、すぐ
に私たちがプロテスタントの信者だと分かってしま
い、宣教師ファミリーは、マンションから追い出さ
れてしまうことになるからです。礼拝に集っていた
多くが声楽を学ぶ者たちであったにもかかわらず、
私たちはまるで隠れキリシタンの如く、牧師宅で静
かに礼拝を行っていました。賛美をしない教会な
ど、皆さんにとっては信じられないことだと思いま
すが、特殊な環境の中で救われ、自分たちの集会し
か知らなかった私は、それを不思議とも思わず、
黙々と日々の聖書の学びに専心していたのでした。

ドイツ開拓教会の賛美の歩み
　礼拝で歌うようになったのは、1987年、ドイツの
ハンブルクに開拓伝道に行ってからです。宣教師宅
には学生伝道を通して救われた若者たちがどんどん
集まるようになりました。その中の、ギターを習い
始めたばかりの一人が、楽器と若者賛美歌集を持っ
て来て、一緒に歌おうとギターを弾き始めたので

す。拙い伴奏であったにもかかわらず、初めて皆で
声を合わせて賛美したときの感動を、今も忘れるこ
とができません。
１.主の家に来て集い、共に主の御名をあがめよ
う。（リフレーン）主であるキリストをほめた
たえよう。

２.自分たちのことを忘れ、主だけに集中して礼拝
しよう。（リフレーン）

３.きよい手を上げ、偉大なる主の御名をあがめよ
う。（リフレーン）

　日本では、「御前につどい」と訳されているプレ
イズ・ソングです。その日を境に、私たちは歌う教
会になりました。ルター派の多い北ドイツでは、プ
ロテスタント、カトリックの差別はなく、隣人たち
も、日曜の朝、宣教師宅から流れ聞こえる賛美を快
く受け入れてくれました。そして私たちは通りにも
繰り出して行って、賛美をしながら路傍伝道をする
ようになりました。

　そのうち、宣教師宅の居間には人が入り切れなく
なり、私たちは、地区のカルチャーセンターの一室
を借りて礼拝をするようになりました。それまで使
用していた賛美集は、日本の「友よ歌おう」に似た
フォークソング調のものでしたが、1990年代になる
と、ドイツの教会にも、新しいスタイルのCCM（コ
ンテンポラリー・クリスチャン・ミュージック）が
入ってくるようになりました。私たちの教会でも、
私が賛美チームの監督になり、CCMの賛美を取り入
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大いなる会衆の中で、
わたしのさんびはあなたから出るのです。
　　　　　　      （詩篇 22篇 25節、口語訳）

れました。音楽的センスのある若者たちは、ドラム、
ギター、ベースギターなどを習い始め、チームによる
賛美奉仕が始まりました。

賛美チームの問題
　賛美チームは木曜日に集まり、礼拝賛美の練習をす
るようになりました。まもなく、チーム内にさまざま
な問題が生じるようになりました。それは、大きく分
けると、音楽的見解の違い、人間関係のぶつかり合い
の二つでした。賛美チームは、ドイツ人、旧東ドイツ
人、アメリカ人、イギリス人、日本人という構成で、
それぞれの国民性の違いが衝突の原因になることが多
く、サタンも激しく攻撃してきました。リーダーとし
て未熟であり、また今のようには霊の世界に目が開か
れていなかった私は、あっという間にその渦に飲み込
まれてしまい、もう手のほどこしようがなくなってし
まったのです。

悔い改めと感謝
　そんな折、牧師が、一人一人がまず主の御前に悔い
改めようではないか、そして、私たちを十字架によっ
て贖い、赦し、神の子としてくださった主に、もっと
もっと感謝をささげていこうではないか、と声をかけ
ました。賛美チームも、一人一人が砕かれた心を主に
差し出すことから始めることにしました。

　神の受けられるいけにえは砕けた魂です。神よ、あ
なたは砕けた悔いた心をかろしめられません。(詩篇
51:17、口語訳)

　練習前、私たちは互いに自分の罪を告白し合い、み
言葉に聞き、感謝し、主の導きを祈りました。また、

練習中、もし相手の音楽性を批判する思いが心に沸き
上がった時には、すぐに告白し合って、互いに赦しを
乞うようにしました。また誰かが大きな問題を抱えて
練習にやって来た時には、練習時間を削ってでも、そ
の人のためにとりなし祈ることもありました。すると
私たちの間に霊の一致が生まれ、音楽的にも高められ
ていったのです。

　2000年、「工藤篤子ワーシップ・ミニストリー
ズ」を設立したことを機に、私は教会の賛美チームの
働きから退きました。同じ頃、メンバーの一人がイギ
リスに渡り、イスラム教徒を信仰に導く宣教師になり
ました。そして、もう一人は牧師夫人になり、別の一
人はドイツの子ども伝道団体のスタッフ、そしてもう
一人は、ロンドンの教会の働きであるドラッグ依存症
救済センターの宣教師として遣わされて行きました。

主に喜ばれる賛美者
　当時の賛美チームのメンバーが、それぞれフルタイ
ムで神に仕える者と導かれていったのは、教会の賛美
奉仕を通して成長したからだけではなく、その奉仕を
含めた信仰の歩みの中で、人生の主権を神に明け渡す
ことを学んでいったからであると思っています。

　神が求めておられるのは、御心にかなう働き人、神
のしもべです。神の恵みの賜物は、その人の才能や人
間的な賢さに応じて与えられるのではなく、しもべの
能力 ―どれだけ神に人生の主権を明け渡しているか、
どれだけ自分の心がイエス様と一つになっているか、
どれだけ忠実に、思慮深く、目を覚まして主のために
働いているか― に応じて、教会を通して分け与えられ
ます。そうやって、ある者には5タラント、ある者に

は2タラント、そして、ある者には1タラントが与え
られます。与えられた者には、そのタラントを用いて
主のために儲ける（働く）ことが求められています。
与えられたタラントは、神の財産なのですから、それ
を忠実に管理し、有効に用いて働くしもべになってこ
そ、心からの賛美を神にささげることができるので
す。ドイツの賛美チームの元メンバーたちも、今導き
入れられたそれぞれの働きの場で、賛美の賜物も存分
に用いながら仕えています。

　礼拝で賛美奉仕をする人たちは、このしもべの基準
に従って自分を吟味し、主に備えていただく必要があり
ます。特に、賛美をリードする人は、自分の生き方と
リードする歌詞に託されたメッセージが一致していなけ
れば、ご聖霊に働いていただくのは難しいでしょう。

　また、シンプルな歌詞であればあるほど、その深み
をみ言葉から学び、自分のものとしていくことも大切
です。そして、幼子のように神に近づき、「御霊なる
主よ、会衆が賛美を通してあなたのご臨在の中に入る
ことができますように、リードする私（たち）を助
け、導いてください」と祈り求めることです。そうす
れば、賛美リーダー、賛美チーム、聖歌隊を通して、
三位一体の神がご自分との親しい交わりに入れてくだ
さり、会衆を神のご臨在の中へと導いてくださること
でしょう。

　また、賛美には宣教の力があります。まだ主を知ら
ない方々も、聖霊に満たされた賛美を聞くなら、御霊
に触れられ、イエス・キリストとの出会いへと導かれ
ていくことでしょう。

本物の賛美
　私たちは、パフォーマンスではなく、人々の賞賛や
感動を期待するのでもなく、本物の賛美を求めていか
なければなりません。本物の賛美とは、霊とまこと
（真実）をもってささげる賛美です。父なる神は、霊
とまことをもって礼拝する者たちを求めておられ、賛
美は、礼拝の最も重要な行為の一つであるからです。 

　しかし、まことの礼拝をする者たちが、霊とまこと
とをもって父を礼拝する時が来る。そうだ、今きてい
る。父は、このような礼拝をする者たちを求めておら
れるからである。（ヨハネ4:23、口語訳）

崇高な賛美
　そして、最も深く崇高な賛美とは、自分のすべてを
神に明け渡したときに、魂の奥底から湧き上がってく
るものであり、またそれは、神から与えられるものな
のです。地上で、人の子、神の子として歩まれたイエ
ス様こそ、そのような賛美をささげられた方です。

　それだから、キリストがこの世にこられたとき、次
のように言われた、「あなたは、いけにえやささげ物
を望まれないで、わたしのために、からだを備えて下
さった。あなたは燔祭や罪祭を好まれなかった。その
時、わたしは言った、『神よ、わたしにつき、巻物の
書物に書いてあるとおり、見よ、御旨を行うためにま
いりました』」。（へブル10:5-7、口語訳）

　大いなる会衆の中で、わたしのさんびはあなたから
出るのです。（詩篇22:25、口語訳） 

　私たちの神は、ご自分の御子を贖いの供え物として
お捧げになるほどに私たちを愛し、絶えず私たちに真
実を尽くしてこられました。

　わたしは限りなき愛をもってあなたを愛している。
それゆえ、わたしは絶えずあなたに真実をつくしてき
た。（エレミヤ31:3、口語訳）

　わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたした
ちを愛して下さって、わたしたちの罪のためにあがな
いの供え物として、御子をおつかわしになった。ここ
に愛がある。（Iヨハネ4:10、口語訳）

　ですから、私たちは、いのちの泉が湧き出る心を絶
えず見張り（箴言4:23）、砕かれた心をささげ（詩篇
51:17）、霊と真実をもって本物の賛美をささげていこ
うではありませんか。そして、最も崇高な賛美、神が与
えてくださる賛美を目指していこうではありませんか。
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「鹿のように」「安けさ
は 川 の ご と く」「Via 
Dolorosa」「輝 く 日 を
仰ぐとき」「カドシュ」
「いちわのすずめ」「ア
メイジング・グレイス」
など 18曲。

Come To Me
定価 3,000円（税込）

「きみは愛されるため生
まれた」「とこしえに真
実なお方」「救い主イエ
スと」「なんて美しい都」
（ゴスペル）などライブ
録音 14曲。　

カンシオンCanción
定価 2,500円（税込） 

中国語、台湾語賛美を
中心とした「鹿のよう
に」「丘に立てる荒削り
の」「主は今生きておら
れる」「耶和華祝福滿滿」
「主よ人の望みの喜び
よ」「鳥 の う た」な ど
12曲。讃 美 Adorar

定価 1,500円（税込）

ボンヘッファーの「よ
き力に守られて」を中
心に、「あなたに」「神
の恵み」「詩篇 23篇」「あ
あ感謝せん」など 14曲。

よき力に守られて
定価 2,500円（税込）

「主よ人の望みの喜びよ」
「マタイ受難曲アリア」
「メサイヤ・アリア」「キ
リストにはかえられませ
ん」「アメイジング・グ
レイス」「主の祈り」など、
たましいの歌12曲。

主よ人の望みの喜びよ
定価 1,500円（税込）

「安けさは川のごとく」
「赤とんぼ」「荒城の月」
「黄金のエルサレム」「私
を平和の道具としてく
ださい」などライブ録
音 12曲。

神だけが  Dios tan solo Dios
定価 2,500円（税込）

歌わない教会でのスタート
　私は1984年、留学先のマドリッドで、アメリカ人
宣教師ご夫妻を通して救いに導かれました。キリス
トの弟子の群れを作ることを目指していたご夫妻か
らは、毎日聖書の学びを受けるようになりました。
当時のカトリック国スペインでは、マルティン・ル
ターはサタンの使い、プロテスタントの信者はル
ターの一味と教えられていました。そのため、宣教
師宅で賛美をすることはありませんでした。賛美歌
を歌えば、パティオ（中庭）から隣人の音が筒抜け
に聞こえてしまうスペインのマンションでは、すぐ
に私たちがプロテスタントの信者だと分かってしま
い、宣教師ファミリーは、マンションから追い出さ
れてしまうことになるからです。礼拝に集っていた
多くが声楽を学ぶ者たちであったにもかかわらず、
私たちはまるで隠れキリシタンの如く、牧師宅で静
かに礼拝を行っていました。賛美をしない教会な
ど、皆さんにとっては信じられないことだと思いま
すが、特殊な環境の中で救われ、自分たちの集会し
か知らなかった私は、それを不思議とも思わず、
黙々と日々の聖書の学びに専心していたのでした。

ドイツ開拓教会の賛美の歩み
　礼拝で歌うようになったのは、1987年、ドイツの
ハンブルクに開拓伝道に行ってからです。宣教師宅
には学生伝道を通して救われた若者たちがどんどん
集まるようになりました。その中の、ギターを習い
始めたばかりの一人が、楽器と若者賛美歌集を持っ
て来て、一緒に歌おうとギターを弾き始めたので

す。拙い伴奏であったにもかかわらず、初めて皆で
声を合わせて賛美したときの感動を、今も忘れるこ
とができません。
１.主の家に来て集い、共に主の御名をあがめよ
う。（リフレーン）主であるキリストをほめた
たえよう。

２.自分たちのことを忘れ、主だけに集中して礼拝
しよう。（リフレーン）

３.きよい手を上げ、偉大なる主の御名をあがめよ
う。（リフレーン）

　日本では、「御前につどい」と訳されているプレ
イズ・ソングです。その日を境に、私たちは歌う教
会になりました。ルター派の多い北ドイツでは、プ
ロテスタント、カトリックの差別はなく、隣人たち
も、日曜の朝、宣教師宅から流れ聞こえる賛美を快
く受け入れてくれました。そして私たちは通りにも
繰り出して行って、賛美をしながら路傍伝道をする
ようになりました。

　そのうち、宣教師宅の居間には人が入り切れなく
なり、私たちは、地区のカルチャーセンターの一室
を借りて礼拝をするようになりました。それまで使
用していた賛美集は、日本の「友よ歌おう」に似た
フォークソング調のものでしたが、1990年代になる
と、ドイツの教会にも、新しいスタイルのCCM（コ
ンテンポラリー・クリスチャン・ミュージック）が
入ってくるようになりました。私たちの教会でも、
私が賛美チームの監督になり、CCMの賛美を取り入

れました。音楽的センスのある若者たちは、ドラム、
ギター、ベースギターなどを習い始め、チームによる
賛美奉仕が始まりました。

賛美チームの問題
　賛美チームは木曜日に集まり、礼拝賛美の練習をす
るようになりました。まもなく、チーム内にさまざま
な問題が生じるようになりました。それは、大きく分
けると、音楽的見解の違い、人間関係のぶつかり合い
の二つでした。賛美チームは、ドイツ人、旧東ドイツ
人、アメリカ人、イギリス人、日本人という構成で、
それぞれの国民性の違いが衝突の原因になることが多
く、サタンも激しく攻撃してきました。リーダーとし
て未熟であり、また今のようには霊の世界に目が開か
れていなかった私は、あっという間にその渦に飲み込
まれてしまい、もう手のほどこしようがなくなってし
まったのです。

悔い改めと感謝
　そんな折、牧師が、一人一人がまず主の御前に悔い
改めようではないか、そして、私たちを十字架によっ
て贖い、赦し、神の子としてくださった主に、もっと
もっと感謝をささげていこうではないか、と声をかけ
ました。賛美チームも、一人一人が砕かれた心を主に
差し出すことから始めることにしました。

　神の受けられるいけにえは砕けた魂です。神よ、あ
なたは砕けた悔いた心をかろしめられません。(詩篇
51:17、口語訳)

　練習前、私たちは互いに自分の罪を告白し合い、み
言葉に聞き、感謝し、主の導きを祈りました。また、

練習中、もし相手の音楽性を批判する思いが心に沸き
上がった時には、すぐに告白し合って、互いに赦しを
乞うようにしました。また誰かが大きな問題を抱えて
練習にやって来た時には、練習時間を削ってでも、そ
の人のためにとりなし祈ることもありました。すると
私たちの間に霊の一致が生まれ、音楽的にも高められ
ていったのです。

　2000年、「工藤篤子ワーシップ・ミニストリー
ズ」を設立したことを機に、私は教会の賛美チームの
働きから退きました。同じ頃、メンバーの一人がイギ
リスに渡り、イスラム教徒を信仰に導く宣教師になり
ました。そして、もう一人は牧師夫人になり、別の一
人はドイツの子ども伝道団体のスタッフ、そしてもう
一人は、ロンドンの教会の働きであるドラッグ依存症
救済センターの宣教師として遣わされて行きました。

主に喜ばれる賛美者
　当時の賛美チームのメンバーが、それぞれフルタイ
ムで神に仕える者と導かれていったのは、教会の賛美
奉仕を通して成長したからだけではなく、その奉仕を
含めた信仰の歩みの中で、人生の主権を神に明け渡す
ことを学んでいったからであると思っています。

　神が求めておられるのは、御心にかなう働き人、神
のしもべです。神の恵みの賜物は、その人の才能や人
間的な賢さに応じて与えられるのではなく、しもべの
能力 ―どれだけ神に人生の主権を明け渡しているか、
どれだけ自分の心がイエス様と一つになっているか、
どれだけ忠実に、思慮深く、目を覚まして主のために
働いているか― に応じて、教会を通して分け与えられ
ます。そうやって、ある者には5タラント、ある者に

は2タラント、そして、ある者には1タラントが与え
られます。与えられた者には、そのタラントを用いて
主のために儲ける（働く）ことが求められています。
与えられたタラントは、神の財産なのですから、それ
を忠実に管理し、有効に用いて働くしもべになってこ
そ、心からの賛美を神にささげることができるので
す。ドイツの賛美チームの元メンバーたちも、今導き
入れられたそれぞれの働きの場で、賛美の賜物も存分
に用いながら仕えています。

　礼拝で賛美奉仕をする人たちは、このしもべの基準
に従って自分を吟味し、主に備えていただく必要があり
ます。特に、賛美をリードする人は、自分の生き方と
リードする歌詞に託されたメッセージが一致していなけ
れば、ご聖霊に働いていただくのは難しいでしょう。

　また、シンプルな歌詞であればあるほど、その深み
をみ言葉から学び、自分のものとしていくことも大切
です。そして、幼子のように神に近づき、「御霊なる
主よ、会衆が賛美を通してあなたのご臨在の中に入る
ことができますように、リードする私（たち）を助
け、導いてください」と祈り求めることです。そうす
れば、賛美リーダー、賛美チーム、聖歌隊を通して、
三位一体の神がご自分との親しい交わりに入れてくだ
さり、会衆を神のご臨在の中へと導いてくださること
でしょう。

　また、賛美には宣教の力があります。まだ主を知ら
ない方々も、聖霊に満たされた賛美を聞くなら、御霊
に触れられ、イエス・キリストとの出会いへと導かれ
ていくことでしょう。

本物の賛美
　私たちは、パフォーマンスではなく、人々の賞賛や
感動を期待するのでもなく、本物の賛美を求めていか
なければなりません。本物の賛美とは、霊とまこと
（真実）をもってささげる賛美です。父なる神は、霊
とまことをもって礼拝する者たちを求めておられ、賛
美は、礼拝の最も重要な行為の一つであるからです。 

　しかし、まことの礼拝をする者たちが、霊とまこと
とをもって父を礼拝する時が来る。そうだ、今きてい
る。父は、このような礼拝をする者たちを求めておら
れるからである。（ヨハネ4:23、口語訳）

崇高な賛美
　そして、最も深く崇高な賛美とは、自分のすべてを
神に明け渡したときに、魂の奥底から湧き上がってく
るものであり、またそれは、神から与えられるものな
のです。地上で、人の子、神の子として歩まれたイエ
ス様こそ、そのような賛美をささげられた方です。

　それだから、キリストがこの世にこられたとき、次
のように言われた、「あなたは、いけにえやささげ物
を望まれないで、わたしのために、からだを備えて下
さった。あなたは燔祭や罪祭を好まれなかった。その
時、わたしは言った、『神よ、わたしにつき、巻物の
書物に書いてあるとおり、見よ、御旨を行うためにま
いりました』」。（へブル10:5-7、口語訳）

　大いなる会衆の中で、わたしのさんびはあなたから
出るのです。（詩篇22:25、口語訳） 

　私たちの神は、ご自分の御子を贖いの供え物として
お捧げになるほどに私たちを愛し、絶えず私たちに真
実を尽くしてこられました。

　わたしは限りなき愛をもってあなたを愛している。
それゆえ、わたしは絶えずあなたに真実をつくしてき
た。（エレミヤ31:3、口語訳）

　わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたした
ちを愛して下さって、わたしたちの罪のためにあがな
いの供え物として、御子をおつかわしになった。ここ
に愛がある。（Iヨハネ4:10、口語訳）

　ですから、私たちは、いのちの泉が湧き出る心を絶
えず見張り（箴言4:23）、砕かれた心をささげ（詩篇
51:17）、霊と真実をもって本物の賛美をささげていこ
うではありませんか。そして、最も崇高な賛美、神が与
えてくださる賛美を目指していこうではありませんか。

Surrender
To God



賛美セミナーDVD CDも好評発売中

賛美セミナーⅡと賛美セミナーⅠのアイテムを併せてご注文される場合、特別価格でお求めいただけます。

賛美セミナー I
DVD 2 枚組

2013年11月4日大阪セミナー録画
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

1. 賛美とは 　
2. 詩篇51,50（悔い改め
　を通してささげる賛美）
3. ビート音楽の影響 
4. 音楽と聖書
※内容はDVD CD共に同じです。

賛美セミナー I
CD 4 枚組

2013年11月9日東京セミナー録音
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

1. 詩篇から学ぶ賛美　
2. 賛美のいけにえ・
　キリストの賛美
3. ロックの起源・歴史と
　その影響
4. いろいろなリズムと
　ことばに即した賛美
　実演（野田常喜）　 

賛美セミナー II
DVD 2 枚組

2015年11月7日大阪セミナー録画
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

歌わない教会でのスタート
　私は1984年、留学先のマドリッドで、アメリカ人
宣教師ご夫妻を通して救いに導かれました。キリス
トの弟子の群れを作ることを目指していたご夫妻か
らは、毎日聖書の学びを受けるようになりました。
当時のカトリック国スペインでは、マルティン・ル
ターはサタンの使い、プロテスタントの信者はル
ターの一味と教えられていました。そのため、宣教
師宅で賛美をすることはありませんでした。賛美歌
を歌えば、パティオ（中庭）から隣人の音が筒抜け
に聞こえてしまうスペインのマンションでは、すぐ
に私たちがプロテスタントの信者だと分かってしま
い、宣教師ファミリーは、マンションから追い出さ
れてしまうことになるからです。礼拝に集っていた
多くが声楽を学ぶ者たちであったにもかかわらず、
私たちはまるで隠れキリシタンの如く、牧師宅で静
かに礼拝を行っていました。賛美をしない教会な
ど、皆さんにとっては信じられないことだと思いま
すが、特殊な環境の中で救われ、自分たちの集会し
か知らなかった私は、それを不思議とも思わず、
黙々と日々の聖書の学びに専心していたのでした。

ドイツ開拓教会の賛美の歩み
　礼拝で歌うようになったのは、1987年、ドイツの
ハンブルクに開拓伝道に行ってからです。宣教師宅
には学生伝道を通して救われた若者たちがどんどん
集まるようになりました。その中の、ギターを習い
始めたばかりの一人が、楽器と若者賛美歌集を持っ
て来て、一緒に歌おうとギターを弾き始めたので

す。拙い伴奏であったにもかかわらず、初めて皆で
声を合わせて賛美したときの感動を、今も忘れるこ
とができません。
１.主の家に来て集い、共に主の御名をあがめよ
う。（リフレーン）主であるキリストをほめた
たえよう。

２.自分たちのことを忘れ、主だけに集中して礼拝
しよう。（リフレーン）

３.きよい手を上げ、偉大なる主の御名をあがめよ
う。（リフレーン）

　日本では、「御前につどい」と訳されているプレ
イズ・ソングです。その日を境に、私たちは歌う教
会になりました。ルター派の多い北ドイツでは、プ
ロテスタント、カトリックの差別はなく、隣人たち
も、日曜の朝、宣教師宅から流れ聞こえる賛美を快
く受け入れてくれました。そして私たちは通りにも
繰り出して行って、賛美をしながら路傍伝道をする
ようになりました。

　そのうち、宣教師宅の居間には人が入り切れなく
なり、私たちは、地区のカルチャーセンターの一室
を借りて礼拝をするようになりました。それまで使
用していた賛美集は、日本の「友よ歌おう」に似た
フォークソング調のものでしたが、1990年代になる
と、ドイツの教会にも、新しいスタイルのCCM（コ
ンテンポラリー・クリスチャン・ミュージック）が
入ってくるようになりました。私たちの教会でも、
私が賛美チームの監督になり、CCMの賛美を取り入

お知らせ
「賛美セミナー」開催を
ご希望、あるいはご検討
いただける教会・団体が
ございましたら、

お気軽に事務局まで、
ご連絡、ご相談ください。

れました。音楽的センスのある若者たちは、ドラム、
ギター、ベースギターなどを習い始め、チームによる
賛美奉仕が始まりました。

賛美チームの問題
　賛美チームは木曜日に集まり、礼拝賛美の練習をす
るようになりました。まもなく、チーム内にさまざま
な問題が生じるようになりました。それは、大きく分
けると、音楽的見解の違い、人間関係のぶつかり合い
の二つでした。賛美チームは、ドイツ人、旧東ドイツ
人、アメリカ人、イギリス人、日本人という構成で、
それぞれの国民性の違いが衝突の原因になることが多
く、サタンも激しく攻撃してきました。リーダーとし
て未熟であり、また今のようには霊の世界に目が開か
れていなかった私は、あっという間にその渦に飲み込
まれてしまい、もう手のほどこしようがなくなってし
まったのです。

悔い改めと感謝
　そんな折、牧師が、一人一人がまず主の御前に悔い
改めようではないか、そして、私たちを十字架によっ
て贖い、赦し、神の子としてくださった主に、もっと
もっと感謝をささげていこうではないか、と声をかけ
ました。賛美チームも、一人一人が砕かれた心を主に
差し出すことから始めることにしました。

　神の受けられるいけにえは砕けた魂です。神よ、あ
なたは砕けた悔いた心をかろしめられません。(詩篇
51:17、口語訳)

　練習前、私たちは互いに自分の罪を告白し合い、み
言葉に聞き、感謝し、主の導きを祈りました。また、

練習中、もし相手の音楽性を批判する思いが心に沸き
上がった時には、すぐに告白し合って、互いに赦しを
乞うようにしました。また誰かが大きな問題を抱えて
練習にやって来た時には、練習時間を削ってでも、そ
の人のためにとりなし祈ることもありました。すると
私たちの間に霊の一致が生まれ、音楽的にも高められ
ていったのです。

　2000年、「工藤篤子ワーシップ・ミニストリー
ズ」を設立したことを機に、私は教会の賛美チームの
働きから退きました。同じ頃、メンバーの一人がイギ
リスに渡り、イスラム教徒を信仰に導く宣教師になり
ました。そして、もう一人は牧師夫人になり、別の一
人はドイツの子ども伝道団体のスタッフ、そしてもう
一人は、ロンドンの教会の働きであるドラッグ依存症
救済センターの宣教師として遣わされて行きました。

主に喜ばれる賛美者
　当時の賛美チームのメンバーが、それぞれフルタイ
ムで神に仕える者と導かれていったのは、教会の賛美
奉仕を通して成長したからだけではなく、その奉仕を
含めた信仰の歩みの中で、人生の主権を神に明け渡す
ことを学んでいったからであると思っています。

　神が求めておられるのは、御心にかなう働き人、神
のしもべです。神の恵みの賜物は、その人の才能や人
間的な賢さに応じて与えられるのではなく、しもべの
能力 ―どれだけ神に人生の主権を明け渡しているか、
どれだけ自分の心がイエス様と一つになっているか、
どれだけ忠実に、思慮深く、目を覚まして主のために
働いているか― に応じて、教会を通して分け与えられ
ます。そうやって、ある者には5タラント、ある者に

は2タラント、そして、ある者には1タラントが与え
られます。与えられた者には、そのタラントを用いて
主のために儲ける（働く）ことが求められています。
与えられたタラントは、神の財産なのですから、それ
を忠実に管理し、有効に用いて働くしもべになってこ
そ、心からの賛美を神にささげることができるので
す。ドイツの賛美チームの元メンバーたちも、今導き
入れられたそれぞれの働きの場で、賛美の賜物も存分
に用いながら仕えています。

　礼拝で賛美奉仕をする人たちは、このしもべの基準
に従って自分を吟味し、主に備えていただく必要があり
ます。特に、賛美をリードする人は、自分の生き方と
リードする歌詞に託されたメッセージが一致していなけ
れば、ご聖霊に働いていただくのは難しいでしょう。

　また、シンプルな歌詞であればあるほど、その深み
をみ言葉から学び、自分のものとしていくことも大切
です。そして、幼子のように神に近づき、「御霊なる
主よ、会衆が賛美を通してあなたのご臨在の中に入る
ことができますように、リードする私（たち）を助
け、導いてください」と祈り求めることです。そうす
れば、賛美リーダー、賛美チーム、聖歌隊を通して、
三位一体の神がご自分との親しい交わりに入れてくだ
さり、会衆を神のご臨在の中へと導いてくださること
でしょう。

　また、賛美には宣教の力があります。まだ主を知ら
ない方々も、聖霊に満たされた賛美を聞くなら、御霊
に触れられ、イエス・キリストとの出会いへと導かれ
ていくことでしょう。

本物の賛美
　私たちは、パフォーマンスではなく、人々の賞賛や
感動を期待するのでもなく、本物の賛美を求めていか
なければなりません。本物の賛美とは、霊とまこと
（真実）をもってささげる賛美です。父なる神は、霊
とまことをもって礼拝する者たちを求めておられ、賛
美は、礼拝の最も重要な行為の一つであるからです。 

　しかし、まことの礼拝をする者たちが、霊とまこと
とをもって父を礼拝する時が来る。そうだ、今きてい
る。父は、このような礼拝をする者たちを求めておら
れるからである。（ヨハネ4:23、口語訳）

崇高な賛美
　そして、最も深く崇高な賛美とは、自分のすべてを
神に明け渡したときに、魂の奥底から湧き上がってく
るものであり、またそれは、神から与えられるものな
のです。地上で、人の子、神の子として歩まれたイエ
ス様こそ、そのような賛美をささげられた方です。

　それだから、キリストがこの世にこられたとき、次
のように言われた、「あなたは、いけにえやささげ物
を望まれないで、わたしのために、からだを備えて下
さった。あなたは燔祭や罪祭を好まれなかった。その
時、わたしは言った、『神よ、わたしにつき、巻物の
書物に書いてあるとおり、見よ、御旨を行うためにま
いりました』」。（へブル10:5-7、口語訳）

　大いなる会衆の中で、わたしのさんびはあなたから
出るのです。（詩篇22:25、口語訳） 

　私たちの神は、ご自分の御子を贖いの供え物として
お捧げになるほどに私たちを愛し、絶えず私たちに真
実を尽くしてこられました。

　わたしは限りなき愛をもってあなたを愛している。
それゆえ、わたしは絶えずあなたに真実をつくしてき
た。（エレミヤ31:3、口語訳）

　わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたした
ちを愛して下さって、わたしたちの罪のためにあがな
いの供え物として、御子をおつかわしになった。ここ
に愛がある。（Iヨハネ4:10、口語訳）

　ですから、私たちは、いのちの泉が湧き出る心を絶
えず見張り（箴言4:23）、砕かれた心をささげ（詩篇
51:17）、霊と真実をもって本物の賛美をささげていこ
うではありませんか。そして、最も崇高な賛美、神が与
えてくださる賛美を目指していこうではありませんか。

Surrender
To God



工藤篤子ワーシップ・ミニストリーズ 事務局
Atsuko Kudo Worship Ministries

AKWMの伝道活動は、皆様のお祈りと献金とご奉仕によって成り立っています。
ご支援くださる皆様をこの活動の一員と考えています。この活動がますます主に
用いられ、宣教が進みますように、どうぞ一員としてご参加、ご支援ください。

郵便振替口座 　00930-1-165955 「工藤篤子ワーシップ·ミニストリーズ」
銀行振込口座　三菱UFJ銀行　瓦町支店（店番003）
　　　　　　　普通預金0133752 「工藤篤子ワーシップ·ミニストリーズ」

メールマガジン登録受付中！

office@akworship.com

※三菱UFJ銀行にお振り込みくださる場合はお名前の表示をお願いいたします。また、事務局にご連絡いただけますなら感謝です。

メルマガ購読を希望される方や、その他のご連絡などは、
上記のメールアドレスまでお願いします。
メールマガジン、ニュースレターは、下記のホームページ
でもご覧いただけます。

  

Website URL
https://akworship.com/
※URLが変わりました。ブックマークの変更をお願いします。

27日㈰ 15:00~16:30 宝塚栄光教会チャペル・コンサート

10月     Oct.
  8 日㈫ 11:00~14:30 秋 みんなでランチョン

会場：リーガロイヤルホテル大阪 光琳の間

　

17日㈰ 10:30~11:40 武山教会　音楽礼拝（横須賀市）
23日㈯ 14:00~15:00 飯能キリスト聖園教会コンサート

11月     Nov.

14日㈯ 14:00~15:30 草加福音自由教会
　　クリスマス・チャペル・コンサート

12月     Dec.
  8 日㈰ 15:00~16:00 柏原教会クリスマス・コンサート

（大阪府柏原市）

　　　　　

　暑さの厳しい日々が続いていますが、皆様、お元気で
いらっしゃいますか？

　5月21日の高松レディス・
ランチョン、5月25日の長岡
福音自由教会のコンサートを
主の導きの中で終えることが
できました。皆様のお祈りのお支えに心から感謝いたし
ます。それぞれ、信仰の決心をされた方、イエス様に心

を開かれた方が数名おられ
ました。どうぞその方々が
しっかり教会に繋がります
ようお祈りください。

●ステラ先生
　高松のランチョンでは、ステ
ラ・カックス先生にお会いしまし
た。96歳になられますが、今もと
てもお元気に輝いておられます。
ステラ先生は、今は亡きご主人の
ラルフ先生と、50年以上に亘り日
本で宣教に励んで来られました。
クッキングクラス伝道を通して多
くの人々を信仰に導き、50年前に高松でレディス・ラン
チョンを始められたのもステラ先生です。また、今も高
松の４つの教会を監督されており、毎月、高松から大阪
の教会に、バスに乗ってクッキング伝道に行っておられ
るとのこと！私もステラ先生のように、いくつになって
も元気に輝きながら主にお仕えしたいと、大きな勇気と
励ましをいただきました。

●私の信仰のルーツ、四国
　四国は、私の信仰のルーツと言っていい場所です。私
は1984年マドリッドで、アメリカ人宣教師ご夫妻を通
して信仰に導かれました。夫人のクラウディアのご両親
のチェイスご夫妻は、当時、四国のいくつかの大学で英
語を教えながら、宣教活動をしておられました。マド
リッドで伝道している愛娘、クラウディアを通して一人
の日本人が救いに導かれたことは、チェイスご夫妻に
とって大きな喜びであったようです。
　チェイスご夫妻は、すぐに日本語の聖書、信仰書を
送ってくださいました。1985年には、チェイスさんの
香川県の知り合いの、当時オーストラリアで聖書を学ん
でいたY姉（現在、イスラム某国宣教師）が、夏休みを
利用して、マドリッドまで聖書の学びの翻訳にやって来
てくれました。このように、私は、四国から送られてき
た聖書・信仰書と助け人によって、スペインにいなが
ら、自国語で信仰の基盤を築くことができたのです。
　八十八か所の霊場がある四国は、仏教が非常に根強い
地です。しかし、ここもイエス様の地、私たちの祈りと
伝道によって、神の国の基盤が打ち立てられてゆくこと
を願ってやみません。

　上記のスケジュールにあります、10月～12月の活動
予定のためにお祈りください。一つ一つのコンサートを
通して、主の栄光が現わされ、多くの方々が救いに導か
れますように。

　猛暑の夏、主が皆様を守り、健康を支えてくださいま
すように。主の恵みが、皆様とともにありますように！

工藤篤子

歌わない教会でのスタート
　私は1984年、留学先のマドリッドで、アメリカ人
宣教師ご夫妻を通して救いに導かれました。キリス
トの弟子の群れを作ることを目指していたご夫妻か
らは、毎日聖書の学びを受けるようになりました。
当時のカトリック国スペインでは、マルティン・ル
ターはサタンの使い、プロテスタントの信者はル
ターの一味と教えられていました。そのため、宣教
師宅で賛美をすることはありませんでした。賛美歌
を歌えば、パティオ（中庭）から隣人の音が筒抜け
に聞こえてしまうスペインのマンションでは、すぐ
に私たちがプロテスタントの信者だと分かってしま
い、宣教師ファミリーは、マンションから追い出さ
れてしまうことになるからです。礼拝に集っていた
多くが声楽を学ぶ者たちであったにもかかわらず、
私たちはまるで隠れキリシタンの如く、牧師宅で静
かに礼拝を行っていました。賛美をしない教会な
ど、皆さんにとっては信じられないことだと思いま
すが、特殊な環境の中で救われ、自分たちの集会し
か知らなかった私は、それを不思議とも思わず、
黙々と日々の聖書の学びに専心していたのでした。

ドイツ開拓教会の賛美の歩み
　礼拝で歌うようになったのは、1987年、ドイツの
ハンブルクに開拓伝道に行ってからです。宣教師宅
には学生伝道を通して救われた若者たちがどんどん
集まるようになりました。その中の、ギターを習い
始めたばかりの一人が、楽器と若者賛美歌集を持っ
て来て、一緒に歌おうとギターを弾き始めたので

す。拙い伴奏であったにもかかわらず、初めて皆で
声を合わせて賛美したときの感動を、今も忘れるこ
とができません。
１.主の家に来て集い、共に主の御名をあがめよ
う。（リフレーン）主であるキリストをほめた
たえよう。

２.自分たちのことを忘れ、主だけに集中して礼拝
しよう。（リフレーン）

３.きよい手を上げ、偉大なる主の御名をあがめよ
う。（リフレーン）

　日本では、「御前につどい」と訳されているプレ
イズ・ソングです。その日を境に、私たちは歌う教
会になりました。ルター派の多い北ドイツでは、プ
ロテスタント、カトリックの差別はなく、隣人たち
も、日曜の朝、宣教師宅から流れ聞こえる賛美を快
く受け入れてくれました。そして私たちは通りにも
繰り出して行って、賛美をしながら路傍伝道をする
ようになりました。

　そのうち、宣教師宅の居間には人が入り切れなく
なり、私たちは、地区のカルチャーセンターの一室
を借りて礼拝をするようになりました。それまで使
用していた賛美集は、日本の「友よ歌おう」に似た
フォークソング調のものでしたが、1990年代になる
と、ドイツの教会にも、新しいスタイルのCCM（コ
ンテンポラリー・クリスチャン・ミュージック）が
入ってくるようになりました。私たちの教会でも、
私が賛美チームの監督になり、CCMの賛美を取り入

〒590-0027大阪府堺市堺区榎元町5丁5番9号
TEL.090-5241-5086 FAX.050-3153-0648

事務局

※記載の予定以外に、定期的に賛美レッスン（個人、グループ）を
　行っています。ご希望の方は、事務局までお問合わせください。
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れました。音楽的センスのある若者たちは、ドラム、
ギター、ベースギターなどを習い始め、チームによる
賛美奉仕が始まりました。

賛美チームの問題
　賛美チームは木曜日に集まり、礼拝賛美の練習をす
るようになりました。まもなく、チーム内にさまざま
な問題が生じるようになりました。それは、大きく分
けると、音楽的見解の違い、人間関係のぶつかり合い
の二つでした。賛美チームは、ドイツ人、旧東ドイツ
人、アメリカ人、イギリス人、日本人という構成で、
それぞれの国民性の違いが衝突の原因になることが多
く、サタンも激しく攻撃してきました。リーダーとし
て未熟であり、また今のようには霊の世界に目が開か
れていなかった私は、あっという間にその渦に飲み込
まれてしまい、もう手のほどこしようがなくなってし
まったのです。

悔い改めと感謝
　そんな折、牧師が、一人一人がまず主の御前に悔い
改めようではないか、そして、私たちを十字架によっ
て贖い、赦し、神の子としてくださった主に、もっと
もっと感謝をささげていこうではないか、と声をかけ
ました。賛美チームも、一人一人が砕かれた心を主に
差し出すことから始めることにしました。

　神の受けられるいけにえは砕けた魂です。神よ、あ
なたは砕けた悔いた心をかろしめられません。(詩篇
51:17、口語訳)

　練習前、私たちは互いに自分の罪を告白し合い、み
言葉に聞き、感謝し、主の導きを祈りました。また、

練習中、もし相手の音楽性を批判する思いが心に沸き
上がった時には、すぐに告白し合って、互いに赦しを
乞うようにしました。また誰かが大きな問題を抱えて
練習にやって来た時には、練習時間を削ってでも、そ
の人のためにとりなし祈ることもありました。すると
私たちの間に霊の一致が生まれ、音楽的にも高められ
ていったのです。

　2000年、「工藤篤子ワーシップ・ミニストリー
ズ」を設立したことを機に、私は教会の賛美チームの
働きから退きました。同じ頃、メンバーの一人がイギ
リスに渡り、イスラム教徒を信仰に導く宣教師になり
ました。そして、もう一人は牧師夫人になり、別の一
人はドイツの子ども伝道団体のスタッフ、そしてもう
一人は、ロンドンの教会の働きであるドラッグ依存症
救済センターの宣教師として遣わされて行きました。

主に喜ばれる賛美者
　当時の賛美チームのメンバーが、それぞれフルタイ
ムで神に仕える者と導かれていったのは、教会の賛美
奉仕を通して成長したからだけではなく、その奉仕を
含めた信仰の歩みの中で、人生の主権を神に明け渡す
ことを学んでいったからであると思っています。

　神が求めておられるのは、御心にかなう働き人、神
のしもべです。神の恵みの賜物は、その人の才能や人
間的な賢さに応じて与えられるのではなく、しもべの
能力 ―どれだけ神に人生の主権を明け渡しているか、
どれだけ自分の心がイエス様と一つになっているか、
どれだけ忠実に、思慮深く、目を覚まして主のために
働いているか― に応じて、教会を通して分け与えられ
ます。そうやって、ある者には5タラント、ある者に

は2タラント、そして、ある者には1タラントが与え
られます。与えられた者には、そのタラントを用いて
主のために儲ける（働く）ことが求められています。
与えられたタラントは、神の財産なのですから、それ
を忠実に管理し、有効に用いて働くしもべになってこ
そ、心からの賛美を神にささげることができるので
す。ドイツの賛美チームの元メンバーたちも、今導き
入れられたそれぞれの働きの場で、賛美の賜物も存分
に用いながら仕えています。

　礼拝で賛美奉仕をする人たちは、このしもべの基準
に従って自分を吟味し、主に備えていただく必要があり
ます。特に、賛美をリードする人は、自分の生き方と
リードする歌詞に託されたメッセージが一致していなけ
れば、ご聖霊に働いていただくのは難しいでしょう。

　また、シンプルな歌詞であればあるほど、その深み
をみ言葉から学び、自分のものとしていくことも大切
です。そして、幼子のように神に近づき、「御霊なる
主よ、会衆が賛美を通してあなたのご臨在の中に入る
ことができますように、リードする私（たち）を助
け、導いてください」と祈り求めることです。そうす
れば、賛美リーダー、賛美チーム、聖歌隊を通して、
三位一体の神がご自分との親しい交わりに入れてくだ
さり、会衆を神のご臨在の中へと導いてくださること
でしょう。

　また、賛美には宣教の力があります。まだ主を知ら
ない方々も、聖霊に満たされた賛美を聞くなら、御霊
に触れられ、イエス・キリストとの出会いへと導かれ
ていくことでしょう。

本物の賛美
　私たちは、パフォーマンスではなく、人々の賞賛や
感動を期待するのでもなく、本物の賛美を求めていか
なければなりません。本物の賛美とは、霊とまこと
（真実）をもってささげる賛美です。父なる神は、霊
とまことをもって礼拝する者たちを求めておられ、賛
美は、礼拝の最も重要な行為の一つであるからです。 

　しかし、まことの礼拝をする者たちが、霊とまこと
とをもって父を礼拝する時が来る。そうだ、今きてい
る。父は、このような礼拝をする者たちを求めておら
れるからである。（ヨハネ4:23、口語訳）

崇高な賛美
　そして、最も深く崇高な賛美とは、自分のすべてを
神に明け渡したときに、魂の奥底から湧き上がってく
るものであり、またそれは、神から与えられるものな
のです。地上で、人の子、神の子として歩まれたイエ
ス様こそ、そのような賛美をささげられた方です。

　それだから、キリストがこの世にこられたとき、次
のように言われた、「あなたは、いけにえやささげ物
を望まれないで、わたしのために、からだを備えて下
さった。あなたは燔祭や罪祭を好まれなかった。その
時、わたしは言った、『神よ、わたしにつき、巻物の
書物に書いてあるとおり、見よ、御旨を行うためにま
いりました』」。（へブル10:5-7、口語訳）

　大いなる会衆の中で、わたしのさんびはあなたから
出るのです。（詩篇22:25、口語訳） 

　私たちの神は、ご自分の御子を贖いの供え物として
お捧げになるほどに私たちを愛し、絶えず私たちに真
実を尽くしてこられました。

　わたしは限りなき愛をもってあなたを愛している。
それゆえ、わたしは絶えずあなたに真実をつくしてき
た。（エレミヤ31:3、口語訳）

　わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたした
ちを愛して下さって、わたしたちの罪のためにあがな
いの供え物として、御子をおつかわしになった。ここ
に愛がある。（Iヨハネ4:10、口語訳）

　ですから、私たちは、いのちの泉が湧き出る心を絶
えず見張り（箴言4:23）、砕かれた心をささげ（詩篇
51:17）、霊と真実をもって本物の賛美をささげていこ
うではありませんか。そして、最も崇高な賛美、神が与
えてくださる賛美を目指していこうではありませんか。

19 日㈯ 14:00~15:30 武蔵台キリスト教会チャペル・コンサート
 ( 埼玉県日高市 )

主にあって愛する皆さま ● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●

長岡福音自由教会 スタッフの皆さんと長岡福音自由教会 スタッフの皆さんと

高松レディス・ランチョン高松レディス・ランチョン

ステラ・カックス先生とステラ・カックス先生と


